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年度 47 48 49 50 51 52
単価 87 103 96 136 451 367
　　　　表　しょうがの価格変動
産を強いられた。また，
（円／㎏）
行われるようになり，その結果，生産力の低
下を招き，それをカバーするために，極端な
多肥栽培になり，かえって土壌の老化を進め
た。さらに土壌病害である根茎腐敗病の発生
が急増し，防除の甲斐も無く，生産農家は減
　　　　　　　　　　　しょうがは気象条件に左右されやすい作物であるために，表にみ
られるように，価格の年変動が大きく，安定性が無い。さらに近年，台湾産の安いしょう
がが輸入されるようになったため，しょうがの価格低迷が続き，しょうが栽培に対する情
熱は薄れ，見切りをつけて生産価値の高いばれいしょや，にんじんに転作する農家が増え，
生産の回復は望めない状況にある。
　e）豚
　豚の飼育頭数は，飯盛町で増加傾向，有喜地区では横ばい傾向にあるが，飼養戸数は両
地区ともに減少している。経営の安定を求めて，小規
模農家が飼養を中止し，大規模農家が規模拡大を図っ
ているため，1戸当りの飼養頭数は増加している。こ
の規模拡大の動きは，昭和50年代半ばに，飼料価格の
上昇と，販売価格の軟調によって，収益性が低下した
ことも大きな原因と考えられる。飯盛町では，昭和55
年には子取り用の雌豚1，212頭，肥育豚9，128頭を数え，
豚が農業粗生産額（15億9，100万円・昭和58年度）の半
分をしめ，米に代わって，50年から，粗生産額の第1
位にある。県内でも西海町，有明町，諌早市に次いで，
4番目に位置する。
　飯盛町の飼育農家は，全域に分散し，飼育形態につ
いても地域的特徴はみられない。また昭和48年以降，
小規模な町頭飼育の農家が減少し，一貫経営による多
頭飼育の農家が増加してきた。
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　　　　　（農業センサス）
　　　　　　　　　　　　　　この多頭化に伴って，表面化したのが公害の問題である。
今後，豚舎を可能なかぎり，住宅の少ない地区に移転すると共に，し尿処理施設の設置を
推進し，無畜農家に有機質肥料の供給を図って，耕地還元を促進する必要がある。なお，
57年の長崎大水害による被害が，飼養頭数の減少につながっており，耕地は水害後3年を
経て，ほぼ復旧したが，畜産農家の多くは未回復の状態にある。一日も早い復興が望まれ
る。
6．展望一結びにかえて一
　諌早南部地域の農業を，農家，経営，農産物という角度から考察してきた。兼業農家の
増大，壮年層労働力の都市への流出，農業後継者の減少，零細規模農家の増大などの悪条
件の上に，この地域の主要作目であった米の生産調整，みかんの生産過剰による価格低迷，
そして長崎大水害という大きな試練も受けた。このような諌早南部地域一帯における共通
点と共に，諌早市有喜地区，飯盛町の各地区の特色ならびに相違点も明らかになった。そこ
で，本域における共通の問題をふまえながら，地区ごとに，今後の展望と対策について述
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べたい。
　○有喜地区
　有喜地区は諌早市に属しており，将来は都市化が進行していくと思われる。しかし，現
在は農村的な要素がつよい。
　本地区の基幹作目は，にんじん，ばれいしょ，しょうがであるが，連作障害などで，収
量，品質ともに低下傾向にある。とくにしょうがは壊滅的被害をうけており，無病種子の
確保，土壌消毒の徹底は緊急を要する。また地力の増強も大きな課題となっているが，57
年に農協事業として，堆肥センターが設置された。これは牛馬の糞に，様々な処理を施し，
野菜農家に肥料として流通させる施設である。野菜の栽培には，化学肥料だけでなく，堆
肥が必要であるため，畜産環境の整備と糞尿の還元を進めながら，この方法によって，計
画的，組織的な利用を推進できる。また，今後，振興が計画されているものとして，いん
げん，かんしょ，スイートコーン，いちご，カリフラワーがあげられており，これらの新
作目の定着をはかり，団地化を目指す必要があると思われる。
　○飯盛町
　飯盛町は農業を主幹産業とする町である。丘陵台地の上には，畑地が広がり，その面積
は，全耕地面積の6割以上を占める。国の指定作物であるばれいしょ，にんじん，そして
特産のしょうがなどを中心とした畑作中心の経営が行われている。
　これらの主幹作物は，連作障害のため，収量，品質ともに低下し，その主幹作物を維持
するためには，新規作物の導入を含めた輪作体系の確立が必要になってくるが，56年から，
早掘りかんしょ，カリフラワーが導入され定着しつつある。
　町内各地区で圃場整備が行われており，また，水田利用再編対策に伴う田畑転換事業が，
佐田地区を中心に進められ，さらに，基盤整備地区として，東部地区に畑地灌がい施設80
haも完備された。これを利用するバラエティに富んだ施設野菜，軟弱野菜の導入が期待さ
れる。既に県の新産地育成総合対策事業により，後継者を中心に，なす，メロン，抑制い
んげんの施設団地の建設が進んでいる。また，きく，カーネーションを中心とした花き園
芸も，13年前から生産条件を整備して，産地確立をはかっている。
　これらの畑作物に加えて，畜産は飯盛町の農業粗生産額の5割を占め，本町における農
業の重要な柱となっている。養豚は畜産環境の整備と糞尿の耕地還元を進めながら，多頭
飼育による大型化を進めることによって，より一層の発展が期待される。
　農業後継者の不足は，現在の農業の直面する大きな問題であるが，本域は比較的恵まれ
ているといえる。先に述べた施設団地は，後継者を中心に建設されたものであり，畜産や
花き園芸における後継者の活躍は目覚ましい。
　とくに飯盛町は，長崎市，諌早市と隣接しているという地の利をいかし，都市近郊野菜
産地としての育成が今後の大きな課題になるだろう。農家の高齢化，そして専業農家と第
2種兼業農家の両極化が進み，農家数も減少していくものと思われるが，意向調査による
と，中核農家の野菜，畜産に対する規模拡大の意欲は強い。地域農政のキャッチフレーズ
「土のかおりと人々の調和のとれた町づくり」をめざし，農業の振興と環境の整備を図り
ながら，総合的な町づくりの推進が望まれる。
12
諌早南部地域における農業の変容（竹内・重・中村）
　謝　　　辞
　本研究を進めるに当っては，とくに諌早市役所経済部，諌早農協，飯盛町役場経済課など，多くの方々
のご援助を受けた。ここに記して，深く感謝の意を表したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1）諌早市史　第2巻（1955）
2）竹内清文（1956）：諫早市干拓地における農業集落の発達について　長崎大学学芸学部　社会科学論
　　　　　　　　　叢6
3）　　　　（1971）：諌早干拓地入植者の農業経営とその特色　長崎大学教育学部　社会科学論叢20
4）長崎県教育委員会（1983）：わたしたちの郷土産業　p．27長崎県教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献
新長崎風土記刊行会（1981）：新長崎風土記　長崎県の歴史と風土　創土社
長崎新聞社（1984）：長崎県大百科事典　長崎新聞社
日本地誌研究所（1976）：日本地誌　第20巻　佐賀県・長崎県・熊本県　二宮書店
